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（
332
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
六
頁
。

	

　

な
お
、
山
田
昭
次
「
立
教
学
院
戦
争
責
任
論
覚
書
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』

創
刊
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
で
は
、「『
神
と
国
の
た
め
』
と
い
う
標
語
に

つ
い
て
の
小
島
の
解
釈
は
、
立
教
学
院
や
そ
の
設
立
者
で
あ
る
日
本
聖
公
会

の
思
想
の
主
流
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
な
の
か
、
共
通
す
る
も
の
な
の
か
」
と

問
い
、『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
に
記
さ
れ
た
敗
戦
直
後
の
「
御
真
影
奉

還
」
の
仕
方
に
触
れ
て
、「
そ
の
鄭
重
な
扱
い
は
天
皇
制
国
家
に
対
す
る
忠

誠
心
の
表
現
で
あ
り
、
小
島
の
思
想
が
立
教
学
院
の
主
流
か
ら
逸
脱
し
た
も

の
と
は
見
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
六
頁
）。

（
333
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
第
一
巻
、
四
四
二
～
四
四
三
頁
）

所
収
の
『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
三
六
年
七
月
二
日
）
一
一
面
の
記
事
。

（
334
）	

前
掲
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

12　

昭
和
十
五
年
』
六
九
六
頁
。

（
335
）	

『
立
教
大
学
新
聞
』（
第
二
四
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月
一
五
日
）
二
面
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
第
一
巻
、
三
九
七
～
三
九
八
頁
所
収
）。

（
注　

第
二
章
）

（
1
）	

『
第
十
八
回
日
本
基
督
教
連
盟
総
会
報
告
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
六
～

二
七
日
（
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
所
教
団
史
料
編
纂
室
編
『
日
本
基
督
教

団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）
二
七
四

～
二
七
六
頁
。

（
2
）	 R

eport of the D
epartm

ent of the Foreign M
issions For the Year 

E
nding D

ecem
ber 31, 1932, AN

N
UAL REPO

RT O
F TH

E N
ATIO

N
AL 

CO
U

N
CIL FO

R
 TH

E YEAR
 1932, D

om
estic and Foreign M

issionary 

Society of the Protestant E
piscopal C

hurch in the U
SA

（
以
下
、D

FM
S 

PE
C

U
SA

）, pp.84-87. 

（
3
）	 N

SB to JW
W

, 4 January 1933, JR
., Box 163, A

E
C

.

（
4
）	

ウ
ッ
ド
は
、
日
本
は
他
の
東
洋
の
ど
こ
よ
り
も
教
会
自
給
に
お
い
て
進
展

が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
で
も
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
傘
下
の
現

地
人
指
導
者
が
悲
し
い
こ
と
に
福
音
伝
道
へ
の
熱
意
に
欠
け
て
い
る
と
い
う

問
題
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
キ
ュ
ー
バ
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
な
中
南
米
と
は
驚
く

ほ
ど
対
照
的
で
あ
る
と
述
べ
、
東
洋
伝
道
の
難
度
に
言
及
し
て
い
る
。

JW
W

 to N
SB,  27 January 1933, JR

., Box 163, A
E

C
.

（
5
）	

「
日
本
聖
公
会
主
教
会
議
事
録
」
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
〇
日
、
日
本
聖

公
会
管
区
事
務
所
所
蔵
。

（
6
）	 BISH

O
P’S M

EET
IN

G
S M

IN
U

T
ES, 7-9 M

ay 1935.

（
7
）	 N

SB to JW
W

,  21 M
ay 1935, JR

., Box 164, A
E

C
.

（
8
）	

「
日
本
聖
公
会
主
教
会
議
事
録
」
一
九
三
四
年
三
月
二
〇
日
。

（
9
）	

『
日
本
聖
公
会
第
九
総
会
議
決
録
』
一
九
〇
八
年
四
月
、
二
二
～
二
四
頁
。

（
10
）	 T

he Special C
onvention of the M

issionary D
istrict of N

orth 

Tokyo,  17 O
ctober 1935, C

SR
, JR

, Box 124, A
EC

. The Spirit of M
issions, 

1936, pp. 13-14. JM
 to C

SR
,  25 O

ctober 1935, JR
., Box 117, A

E
C

.

（
11
）	

J
・
T
・
エ
リ
ス
ほ
か
著
、
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
・
監
修

『
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
一
〇
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
四
八
九
～
四
九
一
頁
。

「
神
社
参
拝
問
題
其
の
他
に
関
す
る
羅
馬
教
皇
庁
の
通
牒
／
駐
日
教
皇
使
節

館
に
到
着
」（『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』
第
五
六
二
号
、
一
九
三
六
年
七
月

二
六
日
）
一
面
。

（
12
）	
高
木
一
雄
『
大
正
・
昭
和
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
』（
一
、
聖
母
の
騎
士
社
、

一
九
八
五
年
）
二
五
九
～
三
三
七
頁
。

（
13
）	

上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』（
第
三
集
、

上
智
学
院
、
一
九
八
五
年
）
七
四
頁
。
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（
14
）	

『
連
盟
時
報
』
一
九
三
〇
年
六
月
一
五
日
（
前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資

料
集
』
第
一
巻
）
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

（
15
）	
『
第
十
一
回
日
本
基
督
教
連
盟
総
会
報
告
』
一
九
三
三
年
一
一
月
一
四
～

一
五
日
（
前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
一
七
九
頁
）。

（
16
）	 Shirley H

all N
ichols to the Bishops of the N

ippon Sei K
okwai, 1  July 

1931.

（
17
）	

「
日
本
聖
公
会
主
教
会
議
事
録
」
一
九
三
一
年
七
月
一
七
日
。

（
18
）	

「
日
本
聖
公
会
の
祈
祷
書
に
不
穏
の
章
句
発
見
／
明
治
廿
八
年
来
全
国
に

頒
布
／
内
務
省
、
改
訂
を
厳
命
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
五
年
一
月
九
日
）

七
面
。

（
19
）	 PRO

. FO
 371/20290 S. H

easlett to R
. C

live,  1 A
ugust 1936, Enclosed 

in C
live to O

rde,  7 A
ugust 1936. 

ハ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
オ
ン
「
十
字
架

の
勝
利
の
た
め
に
―
英
国
に
よ
る
対
日
布
教
活
動
の
概
観
（
一
八
六
九
―
一

九
四
五
年
）」（
都
築
忠
七
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
、
草
光
俊
雄
編
『
日

英
交
流
史　

一
六
〇
〇
―
二
〇
〇
〇
』
第
五
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
一
年
）
三
三
〇
頁
。

（
20
）	

同
右
、
三
三
〇
～
三
三
一
頁
。

（
21
）	

同
右
、
三
三
一
頁
。

（
22
）	

「
日
米
教
会
指
導
者
に
よ
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
会
議
／
終
始
友
好
的
に
進
行
」

（『
基
督
教
世
界
』
第
六
十
年
第
二
十
三
号
、
一
九
四
一
年
六
月
五
日
）
九
頁
。

（
23
）	 Sam

uel H
easlett, FRO

M
 A JAPAN

ESE PRISO
N

, Student C
hristian 

M
ovem

ent Press, LT
D

., 1943.

（
24
）	 John Basil Sim

pson, G
eorge N

oel Strong, Kobe Fellow
ship Letters Vol. 

III. 

中
原
康
貴
訳
〔
ノ
エ
ル
・
ス
ト
ロ
ン
グ
書
簡　

増
補
3
号
、
一
九
四
三

年
一
月
〕（
日
本
聖
公
会
神
戸
教
区
歴
史
編
纂
委
員
会
編
『
バ
ジ
ル
書
簡
集
』

第
三
巻
、
二
〇
二
一
年
）
一
〇
〇
～
一
〇
五
頁
。

（
25
）	

『
連
盟
時
報
』（
一
九
三
二
年
三
月
一
五
日
）
一
面
。

（
26
）	

「
時
局
に
関
す
る
進
言
」
常
議
員
会
、
一
九
三
二
年
四
月
一
五
日
。「
非
常

時
局
に
対
す
る
声
明
書
」
第
一
一
回
連
盟
総
会
、
一
九
三
三
年
二
月
一
五
日

（
前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
一
八
〇
頁
）。

（
27
）	

『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』（
第
六
一
四
号
、
一
九
三
七
年
七
月
二
五
日
）

一
面
。

（
28
）	

「
非
常
時
局
に
関
す
る
宣
言
」
日
本
基
督
教
連
盟
、
一
九
三
七
年
七
月
二

二
日
（『
連
盟
時
報
』
一
九
三
七
年
八
月
一
五
日
）
一
面
。

（
29
）	

「
支
那
事
変
ニ
関
ス
ル
声
明
」
第
十
五
回
日
本
基
督
教
連
盟
総
会
、
一
九

三
七
年
一
一
月
二
四
日
（『
連
盟
時
報
』
一
九
三
七
年
一
二
月
一
五
日
）
五

面
。

（
30
）	

「
時
局
と
日
本
聖
公
会
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
四
巻
二
二
号
、
一
九
三
七

年
八
月
一
三
日
）
六
頁
。

（
31
）	

「
時
局
に
対
す
る
訓
示
及
祈
祷
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
四
巻
二
四
号
、
一

九
三
七
年
八
月
二
七
日
）
一
頁
。

（
32
）	

「
世
界
各
国
ニ
在
ル
基
督
教
指
導
者
ヘ
ノ
開
書
」（『
連
盟
時
報
』
一
九
三
七

年
一
二
月
一
五
日
、
前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
一
八
二

～
一
八
五
頁
）。

（
33
）	

「
東
西
南
北
／
英
国
大
監
督
浅
慮
の
行
動
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
五
巻
六

号
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
八
日
）
一
頁
。

（
34
）	 C

SR
 to JW

W
,  20 June 1938, JR

., Box 125, A
E

C
.

（
35
）	 U

SPG
A

. South Tokyo L
etters R

eceived 1938. K
enneth Sansbury, 

circular Letter N
o. 1, 7 O

ctober 1938. 

前
掲
「
十
字
架
の
勝
利
の
た
め
に

―
英
国
に
よ
る
対
日
布
教
活
動
の
概
観
（
一
八
六
九
―
一
九
四
五
年
）」
三
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三
二
頁
。

（
36
）	

「
主
教
会
議
事
録
」
一
九
三
七
年
一
二
月
二
二
日
。

（
37
）	

「
国
民
精
神
総
動
員
に
就
て
」（
前
掲
『
基
督
教
週
報
』
第
七
五
巻
六
号
）

一
頁
。

（
38
）	
「
教
報
／
国
民
精
神
総
動
員
と
公
会
の
動
き
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
五
巻

一
五
号
、
一
九
三
七
年
一
二
月
一
七
日
）
六
頁
。

（
39
）	

松
下
正
寿
「
国
民
精
神
総
動
員
と
青
年
聯
盟
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
五

巻
二
二
号
、
一
九
三
八
年
二
月
一
一
日
）
四
頁
。

（
40
）	 C

SR
 to JW

W
,  20 June 1938, JR

., Box 125, A
E

C
.

（
41
）	

名
出
保
太
郎
「
総
会
代
議
員
及
全
日
本
聖
公
会
員
に
告
ぐ
」（『
基
督
教
週

報
』
第
七
六
巻
九
号
、
一
九
三
八
年
五
月
六
日
）
一
頁
。

（
42
）	 C

SR
 to JW

W
,  20 June 1938, JR

., Box 125, A
E

C
.

（
43
）	

「
教
界
廿
五
派
懇
親
会
／
全
教
派
聯
合
結
成
の
提
案
／
天
主
教
公
会
救
世

軍
の
異
色
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
七
巻
四
号
、
一
九
三
八
年
九
月
二
三
日
）

七
頁
。

（
44
）	

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
民
族
自
決
運
動
の
興
隆
と
と
も
に
、
非
西
洋
の
異

教
と
異
文
化
に
西
洋
近
代
と
同
等
の
価
値
を
み
と
め
る
文
化
人
類
学
者
マ
リ

ノ
フ
ス
キ
ー
（Bronislaw K

asper M
alinowski

）
の
文
化
相
対
主
義
が
登
場

し
た
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
潮
流
の
な
か
で
、
超
教
派
ア
メ
リ
カ
信
徒
に
よ

る
外
国
伝
道
調
査
団
が
一
九
三
二
年
に
も
と
め
た
ア
ジ
ア
伝
道
に
お
け
る
土

着
化
路
線
と
は
対
照
的
だ
っ
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
事
情
で
あ
っ
た
。

同
時
期
の
戦
時
下
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
で
は
、
神
学
者
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト

（K
arl Barth

）
ら
が
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
優
越
と
排
他
的
純
血
を
誇
示
す
る

ナ
チ
ス
に
対
し
バ
ル
メ
ン
宣
言
を
発
し
て
、
異
教
徒
の
民
族
や
文
化
の
尊
重

と
は
反
比
例
す
る
イ
エ
ス
に
集
中
し
た
危
機
神
学
を
展
開
し
、
ド
イ
ツ
の
国

粋
的
エ
ス
ノ
・
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
に
対
抗
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
も

一
九
三
七
～
四
〇
年
に
か
け
て
、
矢
内
原
忠
雄
、
河
合
栄
次
郎
、
天
野
貞
祐

ら
の
帝
国
大
学
系
教
授
や
津
田
左
右
吉
ら
の
著
書
が
発
禁
、
自
主
廃
刊
、
さ

ら
に
辞
職
や
休
職
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
思
想
弾
圧
の
な
か
、
日
本
の
バ

ル
テ
ィ
ア
ン
（
バ
ル
ト
神
学
者
）
や
危
機
神
学
の
信
奉
者
ら
は
、
戦
時
下
日

本
の
排
他
的
国
粋
主
義
の
ま
え
に
沈
黙
す
る
か
、
日
本
至
上
主
義
に
迎
合
し

た
の
で
あ
る
。

（
45
）	

森
東
吾
「
文
部
省
側
か
ら
見
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
成
立
の
事
情
」『
出
会

い
』
九
巻
一
号
、
日
本
基
督
教
協
議
会
宗
教
研
究
所
、
一
九
八
六
年
、
四
～

六
頁
、
八
～
一
〇
頁
。

（
46
）	

前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
二
六
六
～
二
六
七
頁
、
三

二
一
～
三
二
九
頁
、
三
六
五
～
三
七
〇
頁
。

（
47
）	

聖
公
会
代
表
と
し
て
日
本
基
督
教
連
盟
と
折
衝
し
た
佐
々
木
鎮
次
は
、
連

盟
主
導
の
教
会
合
同
運
動
の
特
徴
を
四
点
指
摘
し
て
い
る
。
一
、
全
教
会
の

合
同
を
策
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
も
似
か
寄
る
も
の
か
ら
の
合
同
運
動
で

あ
る
こ
と
。
二
、
相
異
点
を
無
視
し
、
共
通
点
の
見
極
め
を
急
ぐ
傾
向
に
あ

る
こ
と
。
三
、
合
同
運
動
と
協
同
伝
道
の
不
可
分
的
強
調
の
要
因
と
し
て
、

合
同
と
は
連
盟
の
機
関
の
延
長
の
よ
う
な
も
の
を
通
じ
て
の
実
際
的
活
動
と

い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
神
の
国
運
動
が
合
同
運
動
に
反
映
し
、

全
国
協
同
伝
道
に
恒
久
性
を
与
え
よ
う
と
す
る
願
望
が
教
会
合
同
の
達
成
へ

の
熱
望
を
熟
成
さ
せ
た
こ
と
。
教
会
合
同
が
実
現
す
れ
ば
、
協
同
伝
道
は
な

く
な
り
、
唯
一
の
伝
道
戦
線
が
あ
る
の
み
の
は
ず
で
あ
る
が
、
合
同
機
運
が

協
同
伝
道
の
な
か
に
熟
成
さ
れ
る
と
提
言
す
る
な
ら
、
合
同
は
単
な
る
機
織

り
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
こ
と
。
四
、
聖
公
会
が
譲
歩
し
得
な
い
監
督

制
（
主
教
制
）
を
不
触
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
（
佐
々
木
鎮
次
『
我
邦
に
於
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け
る
教
会
合
同
運
動
の
動
向
と
日
本
聖
公
会
の
態
度
』
日
本
聖
公
会
教
会
一

致
促
進
中
央
委
員
発
行
、
教
会
レ
ユ
ニ
オ
ン
資
料
集
第
四
輯
、
一
九
三
六

年
）。

（
48
）	
〔
佐
々
木
鎮
次
発
信
控
九
号
、
五
七
五
、
岩
佐
琢
蔵
宛
書
簡
〕（
一
九
三
九

年
七
月
一
〇
日
、
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
蔵
）。

（
49
）	

〔
佐
々
木
鎮
次
発
信
控
九
号
、
五
七
八
〕（
一
九
三
九
年
七
月
一
三
日
、
日

本
聖
公
会
管
区
事
務
所
蔵
）。

（
50
）	

都
田
恒
太
郎
総
幹
事
「
教
会
合
同
並
に
自
給
運
動
に
関
す
る
経
過
報
告
」

（
前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
二
七
四
～
二
七
六
頁
）。

（
51
）	

『
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
一
―
一
六
日　

第
五
四
回
日
本
基
督
教
会
大
会

記
録
』
二
二
～
二
三
頁
、
一
〇
三
～
一
〇
七
頁
、
一
一
〇
～
一
一
三
頁
（
前

掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
三
二
五
～
三
三
〇
頁
）。

（
52
）	

「
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
二
―
一
六
日　

第
五
六
回
日
本
組
合
基
督
教
会

総
会
決
議
録
」『
昭
和
十
五
年
度
日
本
組
合
基
督
教
会
便
覧
』
附
録
、
四
六
、

四
九
頁
（
前
掲
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
三
四
七
～
三
四
八

頁
）。

（
53
）	

同
右
、
三
五
五
～
三
五
六
頁
。

（
54
）	

同
右
、
三
六
〇
～
三
六
二
頁
。

（
55
）	

同
右
、
三
六
三
～
三
六
四
頁
。

（
56
）	

〔
佐
々
木
鎮
次
発
信
控
九
号
、
五
六
五
〕（
一
九
三
九
年
六
月
三
〇
日
、
日

本
聖
公
会
管
区
事
務
所
蔵
）。

（
57
）	 C

harles H
oskins E

vans （
以
下
、C

H
E

 

と
略
記
）to C

SR
,  22 A

ugust 

1940, JR
., Box 107, A

E
C

.

（
58
）	 C

H
E

 to JW
W

,  12 Septem
ber 1940, JR

., Box 107, A
E

C
.

（
59
）	 N

SB to JW
W

,  11 Septem
ber 1940, JR

., Box 164, A
E

C
.

（
60
）	 N

SB, R
eport for 1940, JR

., Box 164, A
E

C
.

（
61
）	 C

SR
 to JW

W
,  15 O

ctober 1940, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
62
）	 “R

eport of the C
om

m
ittee on Foreign M

issions C
oncerning Japan, 

JO
U

RN
AL O

F G
EN

ERAL CO
N

VEN
TIO

N
, 1940, pp. 444-446.

（
63
）	

「
日
本
聖
公
会
シ
ー
、
イ
ー
、
シ
ー
、
教
師
社
団
定
款
」
第
五
条
、
第
六

条
。

（
64
）	 C

SR
 to J. T. A

ddison,  18 M
arch 1941, JR

., Box 125, A
E

C
.

（
65
）	 “R

eport of the C
om

m
ittee on Foreign M

issions C
oncerning Japan, 

JO
U

RN
AL O

F G
EN

ERAL CO
N

VEN
TIO

N
, 1940, p. 444.

（
66
）	

一
九
四
〇
年
八
月
二
四
日
に
は
、
名
出
保
太
郎
監
督
と
松
井
米
太
郎
監
督

が
「
礼
儀
の
か
け
ら
も
な
」
く
、
全
英
米
主
教
に
辞
任
を
も
と
め
る
と
い
う

強
烈
な
排
外
主
義
を
み
せ
た
こ
と
を
報
告
し
た
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
は
、
こ

の
日
を
も
っ
て
在
日
外
国
人
宣
教
師
の
伝
道
活
動
は
終
結
し
た
と
、
ア
メ
リ

カ
国
務
長
官
に
打
電
し
て
い
る
。N

ational A
rchives, W

ashington D
.C

. 

U
SA

, U
S State D

epartm
ent, 394.0063/1, J.G

rew to Secretaary of State, 

telegram
,  24 A

ugust 1940. 

前
掲
「
十
字
架
の
勝
利
の
た
め
に
―
英
国
に
よ

る
対
日
布
教
活
動
の
概
観
（
一
八
六
九
―
一
九
五
四
年
）」
三
三
三
頁
。

（
67
）	 John Basil Sim

pson, G
eorge N

oel Strong, Kobe Fellow
ship Letters Vol. 

III. 

前
掲
〔
バ
ジ
ル
書
簡
57
号
、
一
九
四
一
年
一
一
月
二
二
日
〕（
前
掲
『
バ

ジ
ル
書
簡
集
』
第
三
巻
、
八
六
～
九
三
頁
）。

（
68
）	
〔
バ
ジ
ル
書
簡
54
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
二
二
日
〕（
同
右
、
六
九
～
七
五

頁
）。

（
69
）	

「
日
本
聖
公
会
主
教
会
議
事
録
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
日
。
以
下
「
主

教
会
」
は
邦
人
化
し
た
た
め
「
監
督
会
」
と
表
記
す
る
。

（
70
）	 C

SR
 to JW

W
,  15 O

ctober 1940, JR
., Box 125, A

E
C

.
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（
71
）	 Ibid.

（
72
）	

阿
部
義
宗
編
『
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
の
現
状
』（
基
督
教

学
校
教
育
同
盟
、
一
九
六
一
年
）
二
〇
～
二
一
頁
。

（
73
）	
「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
十
五
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月

四
日
。

（
74
）	

前
掲
「
文
部
省
側
か
ら
見
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
成
立
の
事
情
」
一
四
～

一
五
頁
。

（
75
）	

〔
鈴
木
光
武
長
老
メ
モ
〕
一
九
四
二
年
六
月
二
九
日
～
一
九
四
四
年
一
月

二
二
日
。

（
76
）	

大
江
真
道
「
戦
時
下
の
日
本
聖
公
会
問
題
―
森
東
吾
論
文
を
読
ん
で
―
」

（『
出
会
い
』
第
九
巻
第
一
号
、
日
本
基
督
教
協
議
会
宗
教
研
究
所
、
一
九
八

六
年
）
二
一
～
二
二
頁
。

（
77
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
十
二
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
八
月
一

日
。

（
78
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
十
三
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
八
月
九

日
。

（
79
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
十
四
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
九
月
一

一
日
。

（
80
）	

前
掲
「
文
部
省
側
か
ら
見
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
成
立
の
事
情
」
六
～
七

頁
。

（
81
）	

高
瀬
恒
徳
「
告
示　

教
団
規
則
暫
定
修
正
ノ
件
」
一
九
四
二
年
五
月
二
一

日
。

（
82
）	

ホ
ー
リ
ネ
ス
・
バ
ン
ド
弾
圧
史
刊
行
会
編
『
ホ
ー
リ
ネ
ス
・
バ
ン
ド
の
軌

跡
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）。
山
崎
鷲
夫
編
『
戦
時
下
の
ホ
ー
リ
ネ

ス
の
受
難
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

（
83
）	

こ
の
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
犠
牲
を
出
さ
ず
に
は
承
知
し
な
い
軍
は
、

救
世
軍
と
聖
公
会
の
弾
圧
を
決
意
し
て
い
た
が
、
当
時
の
検
事
中
村
登
喜
夫

は
、
再
臨
信
仰
の
教
義
を
理
由
に
や
む
を
得
ず
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
犠
牲
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
全
体
を
救
お
う
と
尽
力
し
、
検
事
総
長
と
軍
と
の
対
立

に
ま
で
発
展
し
か
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
聖
公
会
と
救
世
軍
は

な
ん
と
か
延
命
し
た
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
久
山
康
編
『
近
代
日
本
と
キ
リ

ス
ト
教　

大
正
・
昭
和
篇
』（
基
督
教
学
徒
兄
弟
団
発
行
、
創
文
社
、
一
九
五

六
年
）
三
五
〇
～
三
五
一
頁
。

（
84
）	

西
村
敬
太
郎
「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」（
直
筆
原
稿
、

日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
所
蔵
。『
鴨
川
聖
公
会
三
〇
周
年
記
念
文
集
』
一

九
六
九
年
、
三
〇
頁
所
収
）。
こ
の
西
村
文
書
は
の
ち
に
西
村
敬
太
郎
一
周

忌
記
念
と
し
て
遺
族
か
ら
私
家
版
で
別
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
発
行
年
月
不

記
）。

（
85
）	

大
島
宏
「『
基
督
教
教
育
ニ
ヨ
ル
教
育
』
か
ら
『
皇
国
ノ
道
ニ
ヨ
ル
教
育
』

へ
」（
老
川
慶
喜
、
前
田
一
男
編
著
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立

教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
八
～
一
七
〇
頁
を

参
照
。

（
86
）	

前
掲
「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」
三
八
頁
。

（
87
）	

「
陳
情
書
（
原
案
）」
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
蔵
。

（
88
）	

野
々
目
晃
三
「
聖
職
者
た
ち
の
群
像
―
そ
の
二
―
」（『
桃
山
学
院
年
史
紀

要
』
第
一
四
号
、
一
九
九
四
年
）
二
二
～
二
三
頁
。

（
89
）	
吉
川
三
夫
（
無
題
）
一
九
四
二
年
一
一
月
一
日
。
金
沢
潔
「
敬
愛
す
る
日

本
聖
公
会
の
聖
職
信
徒
各
位
に
呈
す
る
の
書
」
一
九
四
二
年
一
一
月
二
七
日
。

高
木
章
「
非
常
時
局
と
合
同
問
題
」。
小
中
公
毅
「
日
本
聖
公
会
の
行
く
可

き
途
」
ほ
か
多
数
。
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（
90
）	

前
掲
「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」
四
一
～
四
二
頁
。

（
91
）	

「
日
本
聖
公
会
聖
職
各
位
殿　

勧
奨
状
」
一
九
四
二
年
九
月
二
八
日
。

（
92
）	
北
海
道
教
区
は
一
九
四
二
年
一
一
月
三
日
、
南
東
京
教
区
は
一
九
四
二
年

一
二
月
三
日
。

（
93
）	

佐
伯
好
郎
は
東
京
教
区
大
久
保
教
会
信
徒
総
代
。
明
治
大
学
教
授
、
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
で
、
景
教
の
研
究
家
。
戦
後
、
広
島
の
寺
で
埋

葬
さ
れ
た
。
告
訴
に
つ
い
て
は
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
戦
時

下
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
』（
Ⅱ
、
新
教
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
一
九
七
～
二

〇
八
頁
を
参
照
。

（
94
）	

佐
々
木
鎮
次
「
監
督
会
申
合
セ
決
定
事
項
通
知
ノ
件
」
一
九
四
二
年
一
二

月
二
一
日
。

（
95
）	

佐
々
木
鎮
次
総
裁
代
務
者
の
要
請
で
こ
れ
を
「
監
督
会
」
の
議
案
と
し
て

提
出
予
定
で
あ
っ
た
が
、
周
囲
の
情
勢
悪
化
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
。
前
掲

「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」
三
一
～
三
二
頁
。〔
佐
々
木
鎮

次
発
信
控
一
八
号
、
二
一
一
、
須
貝
止
宛
書
簡
〕
一
九
四
二
年
一
一
月
一
四

日
。

（
96
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
四
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
二
年
九
月
二

九
日
。

（
97
）	

林
五
郎
・
村
岡
米
男
「
合
同
期
成
連
合
反
対
声
明
」
一
九
四
三
年
一
月
二

六
日
。

（
98
）	

名
出
保
太
郎
「
我
が
親
愛
す
る
旧
日
本
聖
公
会
聖
職
信
徒
諸
君
に
告
ぐ
」

一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
。
高
瀬
恒
徳
「
教
会
合
同
を
勧
め
る
公
会
書
翰
」

一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
。

（
99
）	

「
神
戸
教
区
解
散
聖
餐
式
」
一
九
四
三
年
一
月
二
七
日
。「
九
州
教
区
解
散

会
」
一
九
四
三
年
三
月
二
五
日
。
神
戸
教
区
主
教
・
九
州
教
区
管
理
主
教
の

八
代
斌
助
と
、
神
戸
教
区
常
置
委
員
長
の
覚
前
信
三
と
、
九
州
教
区
常
置
委

員
長
の
豊
福
浪
雄
は
、
一
九
四
三
年
四
月
一
五
日
に
文
部
省
か
ら
出
頭
を
命

じ
ら
れ
て
上
京
し
た
。
こ
の
と
き
三
人
は
吉
田
文
部
省
宗
教
課
長
か
ら
英
米

の
教
会
か
ら
独
立
し
た
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
樹
立
と
、
日
本
聖
公
会
の
合
同

加
入
を
要
請
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
三
人
は
、
科
学
の
真
理
が
全
世
界
で

ど
こ
に
お
い
て
も
同
一
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
、
英
国
的
キ

リ
ス
ト
教
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
、
貴
官
は
信
仰
の
こ
と
は
判
ら
な
い
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
を
ど
う
取
り
あ
つ
か
お
う
と
甘
ん
じ
て
受
け
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の

信
仰
の
た
め
、
日
本
国
家
の
た
め
に
な
ら
な
い
合
同
教
会
加
入
は
生
命
を
か

け
て
も
し
な
い
、
と
返
答
し
て
い
る
（
日
本
聖
公
会
九
州
教
区
歴
史
編
集
委

員
会
編
『
日
本
聖
公
会
九
州
教
区
史
』
日
本
聖
公
会
九
州
教
区
、
一
九
八
〇

年
、
九
一
～
九
二
頁
）。

（
100
）	

一
九
四
三
年
五
月
二
〇
日
の
「
中
部
教
区
解
消
臨
時
教
区
会
」
で
は
共
済

会
を
解
消
し
て
い
る
。

（
101
）	

〔
佐
々
木
鎮
次
発
信
控
一
八
号
、
二
一
一
、
須
貝
止
宛
書
簡
〕
一
九
四
二

年
一
一
月
一
四
日
。

（
102
）	

八
代
斌
助
「
日
本
聖
公
会
稗
史
（
抄
）」
八
代
欽
一
（『
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル

教
会
百
年
史
物
語
』
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
、
一
九
八
一
年
）
二
六
二
頁
。

（
103
）	

〔
佐
々
木
鎮
次
発
信
控
一
八
号
、
二
一
三
、
吉
沢
直
江
宛
書
簡
〕
一
九
四

二
年
。

（
104
）	
〔
佐
々
木
鎮
次
発
信
控
一
八
号
、
二
一
一
、
須
貝
止
宛
書
簡
〕
一
九
四
二

年
一
一
月
一
四
日
。

（
105
）	
佐
々
木
鎮
次
は
、
一
九
四
三
年
五
月
二
〇
日
の
中
部
教
区
解
消
に
さ
い
し

て
、「
監
督
は
指
揮
者
に
あ
ら
ず
し
て
信
仰
の
師
父
と
し
て
之
を
仰
ぎ
」
と

聖
職
に
呼
び
か
け
（『
日
本
聖
公
会
中
部
教
区
臨
時
教
区
会
決
議
録
』
一
九
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四
三
年
五
月
二
〇
日
、
五
頁
、
日
本
聖
公
会
中
部
教
区
資
料
室
蔵
）、
終
戦

後
の
一
九
四
五
年
一
二
月
の
日
本
聖
公
会
再
建
臨
時
総
会
で
は
、「
主
教
制

を
、
一
つ
の
機
構
と
見
て
、
そ
の
存
続
が
、
教
会
の
生
命
の
伝
統
を
保
持
し
、

教
会
が
賦
与
す
る
そ
の
聖
奠
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
の
基
礎
た
る
重
要
性
を
明

確
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
誤
り
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
指
摘
し
た

（
前
掲
「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」
五
六
頁
）。

（
106
）	

松
本
正
雄
「
聖
公
会
合
同
問
題
」（『
創
立
三
十
周
年
記
念　

三
十
年
の
歩

み
』
市
川
聖
マ
リ
ヤ
教
会
、
一
九
六
四
年
、
六
五
頁
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
合

同
予
定
教
会
の
半
数
が
合
同
取
り
消
し
を
し
て
い
る
。

（
107
）	

同
右
、
五
八
頁
。

（
108
）	

日
本
基
督
教
団
へ
の
「
所
属
申
込
書
」
と
「
教
会
名
申
請
」（
日
本
基
督
教

団
宣
教
研
究
所
所
蔵
）
に
も
と
づ
く
各
教
会
の
合
同
教
会
数
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。
北
海
道
七
、
東
北
四
、
北
関
東
三
、
東
京
一
四
、
南
東
京
一

〇
、
京
都
一
四
、
大
阪
一
七
、
神
戸
五
、
九
州
一
一
、
台
湾
伝
道
区
四
、
計

八
九
教
会
。
大
江
真
道
「
合
同
所
属
申
込
書
と
教
会
名
一
覧
―
新
発
見
の
史

料
に
も
と
づ
い
た
リ
ス
ト
と
教
会
名
申
請
教
区
別
一
覧
―
」（『
歴
史
研
究
』

第
五
号
、
日
本
聖
公
会
歴
史
研
究
会
、
一
九
九
四
年
）
一
～
二
二
頁
。

（
109
）	

佐
々
木
鎮
次
は
、
一
九
四
三
年
五
月
の
中
部
教
区
解
消
臨
時
教
区
会
で
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
神
の
召
命
に
基
す
る
教
役
者
の
同
志
的
紐
帯

に
キ
リ
ス
ト
の
体
た
る
信
仰
的
統
合
は
、
召
命
を
感
ず
る
限
り
、
キ
リ
ス
ト

に
在
り
て
活
く
る
限
り
、
人
為
的
に
廃
棄
し
難
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
共

は
法
律
上
教
団
と
し
て
の
一
切
の
機
構
並
に
そ
の
運
用
を
廃
棄
し
ま
す
。
然

し
信
仰
の
内
容
に
於
て
は
キ
リ
ス
ト
の
生
命
に
結
合
さ
れ
た
生
命
を
持
ち
同

じ
生
命
を
も
つ
者
が
、
祈
を
以
て
相
互
に
近
よ
る
交
際
の
存
続
を
信
じ
て
行

く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
宗
団
法
も
行
政
官
庁
も
之
を
禁
止
す
る

意
味
の
解
消
を
要
請
し
て
い
る
の
で
は
無
い
と
存
じ
ま
す
。
斯
る
点
は
そ
の

教
会
が
閉
鎖
な
り
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
て
始
め
て
廃
棄
さ
れ
得
る
も
の
と
私
は

確
信
す
る
者
で
あ
り
ま
す
」（
前
掲
『
日
本
聖
公
会
中
部
教
区
臨
時
教
区
会
決

議
録
』
一
九
四
三
年
五
月
二
〇
日
、
四
～
五
頁
）。

（
110
）	

「
互
助
会
規
約
」
一
九
四
四
年
四
月
一
日
。

（
111
）	

こ
の
書
簡
は
、
第
一
章
が
敵
国
米
英
と
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
攻
撃
、
第

二
章
が
国
体
の
精
華
と
日
本
文
化
の
自
立
性
、
第
三
章
が
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
の
独
自
性
と
日
本
基
督
教
団
成
立
の
意
義
、
第
四
章
が
キ
リ
ス
ト
に
あ
る

ア
ジ
ア
の
希
望
と
一
致
を
述
べ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
序
文
三
頁
、
本
文

二
〇
頁
、
奥
付
な
し
で
印
刷
（
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
所
教
団
史
編
纂
室

編
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
二
巻
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九

九
八
年
、
三
一
三
～
三
二
六
頁
）。

（
112
）	

佐
々
木
鎮
次
は
一
九
四
四
年
一
月
の
旧
東
京
教
区
主
教
着
座
式
後
の
歓
迎

会
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
。「
私
は
病
気
の
為
に
一
つ
の
事
を
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
は
胃
と
心
臓
の
関
係
で
あ
り
ま
し
て
、
御
前
は
心
臓
が
悪

い
か
ら
余
り
物
を
多
量
に
食
べ
て
は
い
か
ん
。
胃
が
大
き
く
な
る
と
心
臓
を

圧
迫
し
て
働
き
を
害
す
る
か
ら
成
る
べ
く
八
分
目
に
食
べ
て
、
胃
が
心
臓
を

圧
迫
し
な
い
様
に
せ
よ
、
と
申
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
政
府
と
教
会
の
関
係
と

は
胃
と
心
臓
の
様
な
関
係
で
、
或
る
時
代
に
は
政
府
の
力
が
強
大
に
成
っ
て
、

心
臓
の
領
分
ま
で
も
指
示
す
る
様
に
成
り
ま
す
。
只
今
は
政
府
の
力
が
強
大

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
我
々
は
な
る
べ
く
政
府
の
近
く
に
在
っ
て
そ
の
意
図
を

察
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
に

は
東
京
に
移
っ
て
対
策
を
講
ず
る
の
が
良
い
と
考
え
東
京
に
参
っ
た
次
第
で

あ
り
ま
す
」（
水
野
智
彦
『
信
仰
と
職
業
』
私
家
版
、
一
九
六
二
年
、
三
一

頁
）。
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（
113
）	

佐
々
木
鎮
次
総
裁
代
務
者
を
案
じ
た
信
徒
た
ち
の
憲
兵
隊
へ
の
慰
問
が
あ

と
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
（
大
谷
敬
二
郎
『
昭
和
憲
兵
史
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
六
六
年
、
四
〇
〇
～
四
〇
二
頁
）。

（
114
）	
山
口
弘
三
「
聖
公
会
事
件
（
東
京
憲
兵
隊
司
令
部
聴
取
書
抜
粋
）」（
前
掲

「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」
五
七
～
五
九
頁
）。

（
115
）	

「
資
料
・
佐
々
木
鎮
次
主
教
の
獄
中
記
録
」（『
歴
史
研
究
』
第
四
号
、
日
本

聖
公
会
歴
史
研
究
会
、
一
九
九
三
年
、
二
五
～
三
三
頁
）。
須
貝
止
主
教
の

獄
中
記
録
と
し
て
は
、
西
村
敬
太
郎
「
主
教
受
難
の
記
」（
直
筆
原
稿
、
日
本

聖
公
会
管
区
事
務
所
所
蔵
）
に
、
須
貝
止
主
教
作
の
短
歌
二
〇
数
首
の
う
ち

一
〇
首
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を

顧
み
て
」
五
九
～
六
二
頁
）。

（
116
）	

佐
々
木
鎮
次
は
終
戦
後
の
一
九
四
五
年
一
二
月
の
日
本
聖
公
会
再
建
臨
時

総
会
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
告
示
を
し
た
。「
国
家
と
教
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
明
確
な
信
仰
的
見
識
を
有
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
特
に
全
体

的
国
家
観
の
抬
頭
せ
る
時
期
に
お
い
て
多
く
の
教
会
人
が
、
時
流
に
押
し
流

さ
れ
て
、
教
会
が
、
霊
の
世
界
の
王
位
を
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
堅
持
し

得
る
か
を
、
忘
れ
さ
っ
た
点
に
大
い
な
る
誤
り
が
あ
っ
た
と
、
思
い
ま
す
」

（
前
掲
「
日
本
聖
公
会
の
試
練　

嵐
の
跡
を
顧
み
て
」
五
五
～
五
六
頁
）。

（
117
）	

日
本
聖
公
会
歴
史
編
集
委
員
会
編
『
あ
か
し
び
と
た
ち
―
日
本
聖
公
会
人

物
史
―
』（
聖
公
会
出
版
、
一
九
七
四
年
）
三
五
六
～
三
五
八
頁
。

（
118
）	

八
代
斌
助
「
第
八
回
ラ
ン
ベ
ス
会
議
の
諒
解
を
求
め
ん
と
す
る
日
本
聖
公

会
総
裁
主
教
親
書
」（
一
九
四
八
年
五
月
三
日
、
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
所

蔵
）。
エ
ピ
ス
コ
ポ
ス
問
題
と
し
て
知
ら
れ
る
戦
時
下
の
一
九
四
三
年
八
月

二
四
日
の
七
監
督
按
手
は
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
聖
別
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本

聖
公
会
の
三
監
督
に
よ
る
聖
別
、
日
本
聖
公
会
祈
祷
書
の
監
督
按
手
式
の
使

用
、
聖
餐
式
の
併
用
と
い
う
点
で
、
正
当
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
サ

ク
ラ
メ
ン
ト
の
有
効
性
は
、
そ
れ
を
執
行
す
る
人
や
受
け
る
人
の
信
仰
的
・

道
徳
的
資
質
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
人
効
論
（ex opera operantis

）
に
で

は
な
く
、
形
式
と
材
質
が
整
っ
て
い
れ
ば
認
め
る
と
い
う
事
効
論
（ex 

opera operato

）
の
神
学
的
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
八
代
崇
が

指
摘
し
て
い
る
（
土
屋
吉
正
ほ
か
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
教
会
論
』
東
京
神
学
大

学
パ
ン
フ
レ
ッ
トX

IX

、
東
京
神
学
大
学
出
版
委
員
会
、
一
九
七
九
年
、
四

三
～
四
四
頁
）。

（
119
）	

『
聖
公
会
新
聞
』（
第
七
号
、
一
九
四
八
年
一
二
月
二
五
日
）。

（
120
）	

海
外
援
助
受
け
入
れ
は
、
戦
災
復
興
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
戦
後
最
初
の

二
回
の
総
会
（
一
九
四
五
年
一
二
月
、
一
九
四
七
年
五
月
）
で
の
議
長

（
佐
々
木
鎮
次
主
教
、
八
代
斌
助
主
教
）
の
告
示
は
、
そ
の
後
の
戦
後
の
歩

み
の
な
か
で
埋
も
れ
て
い
き
、
一
九
七
〇
年
代
に
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
聖
公

会
か
ら
経
済
支
援
停
止
を
通
告
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
聖
公
会
の
外
国
母
教
会

へ
の
財
政
的
依
存
は
戦
後
四
半
世
紀
以
上
も
続
い
た
の
で
あ
る
（
浦
地
洪
一

編
『
日
本
聖
公
会
1‌

5‌

0
年
の
軌
跡
』
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
、
二
〇
一

二
年
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
。
柳
城
学
院
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
柳
城
学

院
百
年
史
』
柳
城
学
院
、
二
〇
〇
四
年
、
一
八
三
～
一
八
四
頁
）。

（
121
）	

「
立
教
学
院
拡
張
計
画
案
摘
要
」
一
九
三
三
年
（
学
校
法
人
立
教
学
院
本

部
事
務
局
所
蔵
）。

（
122
）	
「
立
教
大
学
に
医
学
部
新
設
計
画
」（
教
育
思
潮
研
究
会
編
『
教
育
思
潮
研

究
』
第
一
一
巻
第
三
輯
、
一
九
三
七
年
八
月
）
一
九
四
頁
。

（
123
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
十
六
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
一
二
月

一
六
日
。

（
124
）	

「
財
団
法
人
国
際
メ
デ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
第
四
十
七
回
理
事
会
記
録
」
一
九
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四
一
年
一
二
月
二
〇
日
。

（
125
）	

聖
路
加
国
際
病
院
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
聖
路
加
国
際
病
院
八
十
年

史
』（
聖
路
加
国
際
病
院
、
一
九
八
二
年
）
二
九
～
三
一
頁
。

（
126
）	
厚
生
省
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
厚
生
省
五
十
年
史
』（
記
述
編
、
中
央

法
規
出
版
、
一
九
八
八
年
）
三
五
一
～
三
五
二
、
四
三
四
～
四
三
六
頁
。
な

お
、
大
瀧
由
太
郎
「
医
療
団
の
性
格
と
食
糧
営
団
」（『
統
制
経
済
』
第
七
巻

第
三
号
、
一
九
四
三
年
）
一
三
～
二
〇
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
127
）	

前
掲
『
聖
路
加
国
際
病
院
八
十
年
史
』
三
一
～
三
二
頁
。

（
128
）	

前
掲
「
財
団
法
人
聖
路
加
国
際
メ
デ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
第
四
十
七
回
理
事
会

記
録
」。

（
129
）	

前
掲
『
聖
路
加
国
際
病
院
八
十
年
史
』
三
一
頁
。
な
お
、
聖
路
加
看
護
大

学
の
前
史
に
つ
い
て
は
、（
聖
路
加
看
護
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
編
集

企
画
委
員
会
編
『
聖
路
加
看
護
大
学
の
七
〇
年
』
一
九
九
〇
年
、
一
三
頁
）

に
、
簡
単
な
記
述
が
あ
る
。

（
130
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
十
七
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
二
年
一
月
二

三
日
。

（
131
）	

「
財
団
法
人
聖
路
加
国
際
メ
デ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
第
四
十
八
回
理
事
会
記
録
」

一
九
四
二
年
一
月
二
三
日
。

（
132
）	

「
立
教
大
学
医
学
部
設
立
趣
旨
」（
財
団
法
人
立
教
学
院
「
医
学
部
設
置
認

可
願
」
一
九
四
二
年
二
月
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
133
）	

「
医
学
部
設
置
要
項
」（
前
掲
「
医
学
部
設
置
認
可
願
」）。

（
134
）	

同
右
。

（
135
）	

「
立
教
大
学
医
学
部
予
科
設
置
ニ
関
ス
ル
予
算
案
」（
前
掲
「
医
学
部
設
置

認
可
願
」）。

（
136
）	

「
医
学
部
竝
附
属
病
院
予
算
案
」（
前
掲
「
医
学
部
設
置
認
可
願
」）。

（
137
）	

「
概
括
表
（
1931
～
47
年
度
）」（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一

巻
、
四
三
〇
頁
所
収
）。

（
138
）	

前
掲
「
医
学
部
竝
附
属
病
院
予
算
案
」。

（
139
）	

前
掲
「
医
学
部
設
置
要
項
」。

（
140
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
二
月
一
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

五
四
頁
）。

（
141
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
三
月
一
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

六
五
頁
）。

（
142
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
一
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
〇
頁
）。

（
143
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
一
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

八
八
頁
）。

（
144
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
一
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
〇
頁
）。

（
145
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
一
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
二
年
六
月
八

日
。

（
146
）	

同
右
。

（
147
）	

同
右
。

（
148
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
三
月
一
六
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
六

六
頁
）。

（
149
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
三
月
一
九
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
六

七
頁
）。

（
150
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
一
六
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
七

八
頁
）。

（
151
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
一
九
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
八
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〇
頁
）。

（
152
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
二
八
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
八

三
頁
）。

（
153
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
九
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
八
六

頁
）。

（
154
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
六
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
九

四
頁
）。

（
155
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
六
月
二
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
九
七

～
二
九
八
頁
）。

（
156
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
八
月
二
四
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
二

三
頁
）。

（
157
）	

「
写　

厚
生
大
臣
小
泉
親
彦
に
よ
り
財
団
法
人
聖
路
加
国
際
メ
デ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
常
任
理
事
松
井
米
太
郎
宛
文
書
」
一
九
四
二
年
一
一
月
一
七
日

（「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
158
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
六
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
二
年
一
二
月

一
四
日
。

（
159
）	

松
井
米
太
郎
「
立
教
大
学
医
学
部
設
置
認
可
申
請
書
取
下
ニ
関
ス
ル
件
」

一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
（
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。

（
160
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
七
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
三
年
一
月
二

六
日
。

（
161
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
八
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
三
年
一
月
三

〇
日
。

（
注　

第
三
章
）

（
1
）	

「
立
教
学
院
立
教
中
学
校
規
則
」（「
学
則
、
規
則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・

中
学
校
・
東
京
府
」
大
正
一
四
年
―
昭
和
二
一
年
、
昭
47
文
部00304100 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）（
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学

院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
九
年
、
一
七
～

一
九
頁
）。

（
2
）	

「
中
学
校
設
立
者
及
名
称
変
更
ノ
件
」（「
設
置
廃
止
（
位
置
変
更
、
改
称
）

に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
都
」
大
正
一
二
年
―
昭
和
二
二
年
、

昭
47
文
部01742100

、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
3
）	

油
井
原
均
「
昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向
」（『
立
教
学
院

史
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
二
年
）
八
三
頁
。

（
4
）	

「
各
種
調
査
会
委
員
会
文
書
・
文
政
審
議
会
書
類
・
十
七
文
政
審
議
会
議

事
速
記
録
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

05021067100

「
各
種
調
査
会
委
員
会
文
書
・
文
政
審
議
会
書
類
・
十
七
文
政
審
議
会
議
事

速
記
録
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
5
）	

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』（
第
七
巻
、
教
育
資
料
調

査
会
、
一
九
三
八
年
）
二
三
五
頁
。

（
6
）	

「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」（
前
掲
「
学
則
、
規

則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
府
」）。

（
7
）	

「
三
、
下
級
生
徒
ノ
上
級
学
校
入
学
志
望
状
況
調
」（
前
掲
「
第
三
学
年
ヨ

リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」）。

（
8
）	

「
一
、
卒
業
者
ノ
状
況
調
」（
前
掲
「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク

認
可
申
請
書
」）。

（
9
）	
「
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
遅
延
ニ
関
ス
ル
陳
情
書
」（
前
掲
「
第
三

学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」）
は
「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一

種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」
の
添
付
資
料
と
し
て
同
日
付
で
提
出
さ
れ
た
。

（
10
）	

「
立
教
学
院
立
教
中
学
校
授
業
料
規
則
改
正
」（
前
掲
「
学
則
、
規
則
に
関


